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＜還暦レポート(６・7 月)＞ 

・春季第 6 戦 

  

還暦コメッツの春第 6 戦が 6 月 10 日、府中市郷土の森 2A 面で行われました。対戦相手は

狛江。還暦コメッツは、勝てば 4 部昇格が決まります。雲空で雨が心配されましたが、水はけが

よく、良いグラウンドコンディションで試合が開始されました。打撃好調還暦コメッツは、初回 2 番

柴田のセンターオーバー三塁打と 4 番須藤のレフト頭上を抜くホームランで 2 点を先制。2 回に

も山田の二塁打と好調佐藤令、現在首位打者大山のヒットで 2 点追加。3 回には 4 連打(久保



田、須藤、 葛谷、宍戸)と佐藤令の二塁打、大山の三塁打の長打攻勢で 6 点。打撃大爆発で試

合を決めました。投げては、宍戸が自責点 1、4 安打。エラーで 4 失点したものの、全体的にコン

トロール、テンポよく、安定した投球をしました。安心して見ていられました。石井監督のもと、次

の最終戦を前に 4 部昇格が決まりました。現地スコアラーは数見さんにお願いしました。皆様お

疲れ様でした。 

 

・春季第 7 戦 

 
還暦コメッツ春の最終第 7 戦が柴又野球場にて行われました。対戦相手は、東京ライオンズ。

先発投手はアンダースローで制球力があり、コンパクトなスイングを心がけようと試合前に石井

監督より指示が出ました。還暦コメッツはすでに 4 部昇格を決めていますが、いつもどおり走攻

守全力でゲームにのぞみました。1 点先行されたコメッツは 1 回裏 2 番久保田のライトへのラッ

キーなニ塁打と宍戸の四球後ダブルスチールが決まりワンアウト 2,3 塁のチャンス。4 番須藤は

セカンド前の小フライがラッキーな 2 点タイムリー内野安打となり、また山田のセカンドゴロエラー

でこれもラッキーな追加点で、この回合計 3 点を入れました。 

コメッツは、3 回先頭の久保田がセンター前にライナーのヒット。これがセンターの横を抜け外

野最深部へころがりホームランとなりました。続く宍戸も同じくセンターへ 3 塁打。相手のエラーが

かさなり、これまたラッキーな 3 点が入りました。コメッツの先発葛谷は、速球を主体とし相手打

者を押し込み詰まらせる持ち味が出ました。初回と 3 回にランナーを 2 度けん制で刺してピンチ

を自ら脱しました。お見事でした。4 回のコメッツは、ツーアウトから太いバットを生かした広中の

わざありライト前ヒット。1 番川嶋のサードゴロエラーでこれまたラッキーな出塁。すかさず盗塁を

きめました。ここで 2 番久保田は、外角球にうまくタイミングが合い、右中間を破る 3 ランホームラ

ン。（本人いはく、2 打席連続ホームランは人生初。ホームランなんてめったに打てませんし。ラッ

キーでした。）9 点目が入りました。コメッツは、葛谷 3 回ー久保田 1 回ー宍戸 1 回の継投で無難

につなぎ、5 回表終了時 2 対 9 で、ラッキーをものにできたあざやかなコールド勝ちとなりました。

天気もよく晴れわたった空の下のゲームでしたが、その分暑さもこたえました。お疲れ様でした。

スコアラーは数見さんにお願いしました。ありがとうございました。 

秋からは 4 部での健闘をこちらにお知らせいたします。還暦コメッツの活動を引き続きどうぞよ

ろしくおねがいいたします。 



 

 

＜還暦レポート(９・１０月)＞ 

 

還暦コメッツ 2023 年秋のリーグ戦が 9 月 2 日土曜日、三鷹大沢野球場で始まりました。初戦の相手は、リ

ーグ登録ナンバー１、最古参のチームで「さざんか」。ベンチ入りメンバーはこの日 23 人。人数で圧倒されまし

たが、打順表示係り等役割がしっかり分担され、規律もしっかりしているベテランチームで好印象でした。試合

は、初回一番大山のライト 3 塁打と内野ゴロで 1 点を先制。しかしその裏先発葛谷は、持ち前の速球で押しま

したが、四球や難しいゴロ等不運もあり 3 点を入れられ逆転されます。3 回表黒岩の四球、盗塁と内野ゴロで

三進し、またも一番大山がライトへのタイムリーヒットで 1 点差に。しかしながらその 3 回裏、四球と渋い安打な

どでランナーをためられた後、サードゴロをファーストへ悪送球しこの回 2 点が入ってしまいました。2－5。相手



投手はコントロールとテンポが良く、ストレートとカーブのコンネーションが持ち味。なかなか崩れる気配があり

ません。また、セカンドのサインプレーもあり、二度けん制で刺されました。普段から練習されていると思われま

す。4 回 3 点を追うコメッツは、宍戸のタイムリー3 塁打と山田の犠牲フライで 2 点を入れ、1 点差まで追い上げ

ます。還暦リーグは時間制ではなく 7 回完結です。残暑きびしく、照りつける太陽の下、体力勝負の面も出てき

ました。4 回から宍戸が登板。制球、スピード十分で早めに追い込む投球。この守備のリズムを攻撃につなげ

たいところ。5 回の表は、ツーアウトを簡単にとられたあと、10 番ラストバッター川嶋歩のレフトオーバーの 2 塁

打。すかさず 3 盗を決め、ワイルドピッチの間にホームイン。一人で 1 点をもぎ取りました。激走。同点となりま

した。肝心の 5 回裏は、宍戸が三振 2 個でぴしゃりと締めました。6 回の表。この回先頭の 2 番柴田は、センタ

ーへの 2 塁打。怪我の足をひきずりながらのこれも激走。次打者 3 番久保田は、ライトへの意識が的中し、外

角のストレートを振りぬくとライナーでライト足元を抜け、ボールが転々外野奥深くに到達するランニングホーム

ラン。ついに勝ち越しとなりました。その後は、宍戸が粘る相手打線を抑え、最終回は 3 アウトすべて自分で処

理し、さすがの投球！還暦コメッツが秋季初戦を逆転勝利しました。石井監督の終始メンバーを鼓舞する様

は、猛暑で体力が消耗し集中力が切れそうな試合中に活力源となりました。 

 

還暦コメッツ秋の第 2 戦が、調布Ｅ野球場にて行われました。韓流スターのコンサートで飛田給の駅前から

味の素スタジアムにかけて、大勢の若者の人の波にのりながら、バットを刺したリュックを背負った還暦おじさ

んは、Ｅ球場を目指しました。対戦チームは荒川リバーサイド。去年還暦野球に参戦し 2 季無敗。今春に対戦

し還暦コメッツは敗戦しています。その後全勝し 4 部に駆け上がった、今、もっともフレッシュで勢いのあるチー

ムです。4 部での再戦となり、還暦コメッツとしてはリベンジしたいところ。石井監督よりあせらず 1 つずつのア



ウトを捕るようにと指示が出ました。 還暦コメッツは、初回先頭の大山がセンターへの二塁打で出塁すると、す

かさす 3 盗成功。2 番柴田の犠牲フライで 1 点。3 番久保田のショートへの内野安打、盗塁の後、須藤のセン

ター前ヒットと葛谷の痛烈なセンターへのヒットで計 2 点を先制しました。対する荒川 R は、その裏、二塁打を

ふくむ 3 連打で 2 点を返し同点としました。先発久保田の立ち上がりを攻め効率よく得点しました。2 回表還暦

コメッツはツーアウトからラストバッター川嶋が四球をもぎとり、2 盗し、1 番大山のセンターへのタイムリーヒット

で 1 点をいれ、勝ち越しました。2 回裏の荒川は先頭バッターがおっつけてセンター前ヒット。サードゴロの間に

2 進すると 3 盗成功。その後、四球を選び、2 番打者がセンター前ヒットで同点に。なおもワンアウト 1、3 塁。逆

転のチャンス。ここで投手久保田は、サードランナーとコーチャーのしぐさに反応し、次の投球時にサードけん

制でスクイズをはずす事に成功。本塁との挟殺プレーでサード川嶋がサードランナーにタッチアウト。還暦コメッ

ツは、何とか同点で食い止めました。 

 3 回の表、振り出しに戻ってしまった還暦コメッツは、この回先頭の久保田のまたもショート内野安打と盗塁、 

葛谷の 2 本目のセンター前タイムリーヒットと相手のエラー、ワイルドピッチ等で 3 点をいれました。 

4 回の表、還暦コメッツは川嶋のレフト前ヒットの後、2 盗、3 盗を決め、久保田この日 3 本目の投手強襲内野

安打で 1 点追加し、徐々に差を広げていきました。追いすがる荒川 R は、4 回裏ラストバッターの技ありライト

前ヒットワイルドピッチでワンアウト 2 塁。そこで久保田はセカンド田村との呼吸ぴったりのセカンドターンけん

制が決まり、反撃を絶ちました。2 つのけん制アウトがおおきく試合を左右しました。立ち直った久保田は 5 回、

6 回と相手打線を 3 者凡退にし、8 対 3 で最終回へ。7 回表の還暦コメッツは、4 番須藤の内野安打と相手エラ

ーとゴロの間にサードへ。この日 3 打席凡退だった佐藤令は、ストレートを振りぬくと鋭いサードライナー性のゴ

ロとなり、相手のグラブをはじき打点をあげました。7 回裏、荒川 R は、ツーアウト 2、3 塁とねばりを見せました

が、最終打者は三振。ゲームセットとなりました。けん制でのアウト、また走力では還暦コメッツ盗塁 13、荒川 R

盗塁 2。守備と走塁の差も勝敗を分けた要員の 1 つでした。終始チームを鼓舞し続けた石井監督は、審判から

自制を促されもしましたが（苦笑）、残暑厳しい午後の試合の選手及びチーム全体を盛り上げていました。ご苦

労様でした。 

 



 
秋の気持ちよい晴れた空の下、三鷹大沢野球場にて目黒クラブとの秋季第 3 戦が行われました。目黒クラ

ブは、昨年の春季まで 2 部に所属していたチーム。コメッツの現状の力を計れる良い相手です。試合前、石井

公明監督より、捕手が強肩であることと、投手のコントロール、ボールの切れの 2 つが注意点としてあげられま

した。先行の還暦コメッツは、2 番柴田のセンターの横を抜けるランニングホームランで 1 点先制。先発葛谷

は、持ち前の早いストレートと今日はスピードを抑えた変化球のコントロールがよく、緩急がつき、4 回まで無得

点。また、三振も多くナイスピッピングでした。早く投手葛谷を援護したい還暦コメッツは、3 回ツーアウトから大

山がライトへのヒットと強肩捕手からぎりぎりの 2 盗に成功。隙を突き 3 盗を試みると、捕手のサードへの悪送

球となり大山はホームイン。走塁 2 点目がはいりました。ここで終らず、2 番柴田がセンター前ヒット。3 番久保

田は、1 打席目ピッチャーゴロと引っ掛けた打撃を修正。外側の変化球にうまくバットが出てライトへの飛球とな

り、外野をボールが深々ところがるツーランホームランとなりました。4－0。目黒の投手は、スピードとスライダ

ーのコンビネーションとコントロールがよく、まったく崩れる気配がありません。4 点リードという余裕は、還暦コメ

ッツベンチにはありませんでした。その雰囲気のまま 5 回裏目黒の攻撃は、ここまで好調の投手葛谷を四球と

盗塁と内野安打で 1 アウト 1・3 塁とし、6 番で投手の打者にレフトに強いあたりをとばされました。レフト佐藤令

ジャンプも届かず。ボールは、外野を転々と転がっていきスリーランホームランとなりました。4－3、1 点差。緊

迫したゲームとなりました。6 回表。この回先頭の 3 番久保田は、ライナーのライト前ヒット。その後 2 盗成功の

あと 4 番須藤のサードゴロがエラーとなり、ノーアウト 1・2 塁と得点のチャンス。ここで石井監督が動きました。

次打者宍戸へ送りバントを耳打ち。初球バントが見事に投手とファーストの間の内野安打となり、ノーアウト満

塁とチャンスが広がりました。 

 ここで 6 番山田。ストレートを振りぬくと右中間のタイムリー2 点ツーベースが飛び出しました。続く佐藤令は、



持ち前の勝負強い打撃でセンターへ連続 2 点タイムリーツーベース。この回 4 点目。ラストバッター川嶋が死

球と盗塁。1 番にかえって大山が 2 本目のライト前ヒットで佐藤令と川嶋がかえり 2 点追加。久保田のライト前

タイムリーも加わりこの回 7 点がはいりました。最終回は目黒は変わった投手宍戸からランナーを出し、ワイル

ドピッチで 1 点をいれましたが、反撃はそこまで。6 回 11－4 でコールド。還暦コメッツは勝利しました。最終回

に 7 点が入りましたが、それまで緊迫した投手戦となり緊張感のあるとても良い試合でした。石井監督より本日

のポイントは、宍戸の送りバントと山田の貴重な 2 ベース。そして葛谷のピッチングであると総括がありました。

還暦コメッツは、秋季 3 連勝となりました。めざせ 3 部。3 勝しているチームが 2 つあり、次回がとても大事な一

戦となります。 

 

＜関草レポート(８月)＞ 

若いチーム、経験者のみのチーム、ロートルチーム、色んなチームと試合をしてきましたが、本日は

投手以外は意外にロートルチーム‼ と思いきや、20 代の投手が打てず、劣勢続きの 4 回ようやく相手

のミスで 2 点を取り 1 点差に･･･。そして迎えた最終回ドラマは待っていた。満塁から山本選手の同点タ

イムリー。そして、前回のヒーロー柴田選手の逆転タイムリーが出て逃げ切りました。 

山本選手「前回は満塁で併殺打でしたけど、やっとチームに貢献できて嬉しいです。」 

   柴田選手「前回も満塁。今回も満塁だったので、思いっきりいきました。勝ちに貢献できて良かったで 

す。」 

 


